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10.3（木）
16：30 ～ 18：00

文科系総合研究棟11階大会議室
〔場所〕

入場無料・聴講自由

有識者特別講義日本学国際共同大学院

世界の中の日本法
― 法整備支援、多国間条約交渉、国際機関、国際裁判所等において
日本法及びその専門家はどのような貢献をすることができるか ー

1Vol.

〔講師〕

尾﨑道明 氏 （弁護士 | 元大阪高等検察庁検事長）��������������
������
1975年 司法試験合格、1976年 東京大学法学部卒業、1980年 ハーバード・ロースクール法学修士 (LL.M.) 修了。1978年検事任官（司
法修習30期）、2015年 大阪高等検察庁検事長退官。 2016年から弁護士（現在 瓜生・糸賀法律事務所特別顧問）。 
検事任官後、検察官として搜査公判活動に従事するほか、法務省刑事局、同矯正局、最高検察庁等において、法案作成、裁判員制度の実
施準備等に携わった。1999年法務省刑事局国際課長、2001年法務総合研究所国際協力部長。国際搜査共助及び逃亡犯罪人引渡し、国際
刑事裁判所規程（ローマ規程）、国連国際組織犯罪防止条約、欧州評議会サイバー犯罪条約等の国際条約交渉、ベトナム、カンボジア等へ
の法整備支援に従事した。

東北大学日本学国際共同大学院支援事務室東北大学日本学国際共同大学院支援事務室 gpjs@grp.tohoku.ac.jpgpjs@grp.tohoku.ac.jp
問合わせ

東北大学では、従来の教育実施体制の枠を超え、海外有力大学との強い連携のもとで、手を携え教育を実施する９つの「国際共同大学院プログラム」
群の創設を指定国立大学の柱に掲げています。その一角を占める日本学国際共同大学院（GPJS）は、特に文系の特色・強みを活かし、海外教育研
究機関（「支倉リーグ」）と共同して新学際領域としての「日本学プラットフォーム」の構築を企図するものです。それは、現代社会が抱えるさま
ざまな問題に対して人文社会科学に何ができるのかという、アクティブな挑戦でもあります。
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